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す
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ど
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十
一
月
三
十
日
か
ら
九
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
よ
り
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
十
二
件
、
報
告
二
件
が
提
出
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
撲
滅
を
宣
言
す
る
決

議
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会
設
置
な
ど
議
員
提
案
が
あ
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
二
十
三
人
が
登
壇
、
執
行
部
の
考
え
を

質
し
ま
し
た
。 

平成18年
第4回定例会
平成18年
第4回定例会

主
な
討
論
（
要
旨
） 

主
な
討
論
（
要
旨
） 
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主
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討
論
討
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要
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）

要
旨
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討
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○
議
案
第
７
号 

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

反
対
討
論 

　
こ
の
提
案
内
容
は
、
２
０
０
８
年
４
月
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め

の
広
域
連
合
設
置
で
あ
り
ま
す
。
問
題
は
議

員
の
選
出
方
法
で
は
、
住
民
の
直
接
選
挙
も

可
能
で
あ
り
な
が
ら
、
住
民
の
声
の
届
か
な

い
間
接
選
出
方
法
で
あ
り
、
住
民
が
運
営
に

参
画
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
険
料
や
減
免
規
定
が
高
齢
者
の

実
態
か
ら
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
決
め
ら
れ

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
混
合
診
療
の
導
入
と

わ
ず
か
な
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
す
る

な
ど
、
更
な
る
負
担
増
を
行
い
ま
す
。
以
上

の
理
由
か
ら
反
対
を
い
た
し
ま
す
。 

賛
成
討
論   

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
の
交
付
に
伴
い
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
現
在
の
老
人
医
療
制
度
が
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
改
め
ら
れ
、
法
改
正

に
伴
っ
て
市
町
村
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
市
町
村
が
加
入
す
る

広
域
連
合
を
設
置
す
る
も
の
で
、
原
案
に
賛

成
の
意
を
表
明
い
た
し
ま
す
。 
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23議員が一般質問23議員が一般質問 平成18年第４回鉾田市議会定例会審議結果
平成18年度 鉾田市一般会計補正予算（第６号）

　本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ9,602万２千円を追加し、総額

182億1,161万８千円に定めるものです。　　　　　　　　　　　　　　　 (全会一致可決)

平成18年度 鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

　本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ367万６千円を追加し、総額68

億8,007万２千円に定めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

平成18年度 鉾田市老人保健特別会計補正予算（第３号）

　本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ370万円を追加し、総額45億

2,837万円に定めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

平成18年度 鉾田市介護保険特別会計補正予算（第３号）

　本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４千円を追加し、総額28億

7,685万４千円に定めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

鉾田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　本案は、国民健康保険税の納期等について所要の改正を行うものであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

鉾田市消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例

　本案は、旭・鉾田・大洋消防団の統合に伴い、消防団の名称及び区域について所要の改

正を行うものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (全会一致可決)

茨城県後期高齢者医療広域連合設置に関する協議について

　本案は、地方自治法の規定に基づき、後期高齢者医療制度の事務を処理するため、茨城

県後期高齢者医療広域連合を設置するものであります。　　　　　　　　　(賛成多数可決)

市道路線の区域変更について

　本案は、道路法の規定に基づき、市道路線の区域を変更するため議会の議決を求めるも

のであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

市道路線の認定について

　本案は、道路法の規定に基づき、市道路線、２路線について認定するため議会の議決を

求めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

鹿行広域事務組合規約の変更について

　本案は、鹿行広域事務組合規約を変更するため、地方自治法の規定により議会の議決を

求めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

鉾田市教育委員会委員の任命について

　本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により、新堀一朗氏を鉾田市

教育委員会委員に任命するため、議会の同意を求めるものであります。　　(全会一致可決)

専決処分の承認について

　平成18年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）　　　　　　　　　　　 (全会一致承認)

専決処分の承認について

　鉾田市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例　　　　　　(全会一致承認)

飲酒運転撲滅を宣言する決議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

鉾田市政治倫理条例制定のための｢特別委員会｣の設置について　　　　　　(賛成多数可決)

｢マザーズサロン｣(仮称)設置の早期実現を求める意見書(案)の提出について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

通学路の整備に関する請願書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取り下げ)

　取下げ申出書が提出され、許可されました。

閉会中の継続審査について

　本案は、議会運営委員会、文教福祉常任委員会から継続審査申出があり議会の議決を求

めるものであります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(全会一致可決)

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

及び第10号

議案第11号

議案第12号

報告第１号

報告第２号

議議案第１号

議議案第２号

議議案第３号

請願第18－５号
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2323議員が一般質問議員が一般質問2323議員が一般質問議員が一般質問23議員が一般質問

職員の準公金着服事件について

自動体外式除細動器（略称ＡＥＤ）の配置について

市バス利用制度について

生活保護制度について

コイ養殖について

国県施設について

平成19年度予算編成について

教育行政について

入札制度について

市敬老の日大会について

敬老会（老人福祉大会）について

巡回バスについて

子供の人権を守るためについて

財源の確保について

沿岸地帯の被害について

ヘッドランド周辺について

文化複合施設策定委員会について

学校施設について

道路について

公職にある者の税金の滞納について

来年度の予算編成について

公園に駐車場の設置について

通学路の整備について

家族経営協定について

男女共同参画について

むち打ち症患者支援について

今回の県議選について

農業振興策について

生ゴミ処理の堆肥化について

市道拡幅工事について

道路行政について

教育について

烟田（玄生）地区への産廃搬入について

県議立候補予定者の市体育館使用について

市職員の横領事件について

いじめ自殺教科書未修等の件について

健康増進館について

鉾田市の未利用地について

市町村における「食育推進計画」策定について

「早寝早起き朝ごはん」運動の推進について

強い農業づくりの推進について

文化複合施設について

公民館利用者への減免拡大について

地域ミニバスの運行について

住宅耐震診断・改修補助制度について

教育子育て支援について

排水路の整備について

砂浜の流失対策について

道路行政について

文化財について

鉾田市集中改革プランにおける人材育成基本方針の策定について
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19

20
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22
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通告順 議　員　名 質　　問　　事　　項

中 山 尚 治  

倉 川 陽 好  

須 澤 正 孝  

下河邊 一 良 

水 上 美智子

菅 谷 幸 雄  

飯塚幸右衛門

方波見 和 彦

井 川 茂 樹

出 沼 丈 夫  

山 口 　 　  

市 毛 　 勇  

　 司 正 躬  

米 川 　 武

友 部 政 　

石 津 武 吉

和 田 　 茂

入 江 　 晃  

高 野 　 衛  

畠 　 長 弘

坂 爪 　 衛

野 口 忠 篤  

菅 谷 達 男

通告順と質問事項
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中 山 尚 治 議員

自
動
体
外
式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
配
置
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
に
は
導
入
に
向
け
て
検
討

コ
イ
養
殖
の
指
導
助
成
、
加
工
品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
推
奨
品
の
考
え
は

 

県
・
漁
協
等
と
十
分
調
整
し
て
い
く

　
コ
イ
養
殖
及
び

水
産
業
に
つ
い
て
、

９
月
の
定
例
議
会
の
補
正
予

算
で
コ
イ
網
い
け
す
撤
去
の

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
議
会
で
議
員
の
コ

イ
問
題
に
対
す
る
質
問
に
、

農
林
水
産
部
長
は
再
開
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
耐

性
コ
イ
の
技
術
開
発
を
19
年

度
内
に
確
立
。
流
通
対
策
で

は
加
熱
加
工
品
で
の
一
部
出

荷
の
環
境
を
整
え
、
生
き
た

コ
イ
の
流
通
は
20
年
度
以
降

試
験
出
荷
を
経
て
、
本
格
出

荷
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す

が
、
当
市
で
も
合
併
協
や
総

合
計
画
等
で
も
北
浦
や
涸
沼

の
水
産
業
の
振
興
が
う
た
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
イ
養

殖
業
者
へ
の
指
導
助
成
、
水

産
加
工
品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
推
奨

品
等
へ
の
考
え
に
つ
い
て
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
長

　
指
導
助
成
に
つ
い

て
は
、
県
に
お
い
て
去
る
９

月
に
養
殖
業
者
の
再
開
に
向

け
た
網
い
け
す
養
殖
業
者
会

議
を
開
催
し
て
お
り
、
今
後

も
県
と
漁
協
等
と
十
分
調
整

を
し
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

　
加
工
品
等
の
Ｐ
Ｒ
や
推
奨

品
等
の
考
え
方
で
す
が
、
コ

イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
は
30

℃
以
上
で
は
増
殖
し
な
い
た

め
、
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仮
に
感
染
し
て
い
る

コ
イ
を
食
べ
た
と
し
て
も
人

体
に
は
全
く
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
県
に
お
い
て
も
現
在
、

需
要
の
多
い
山
形
県
・
長
野

県
の
業
者
と
１
次
加
工
試
験

出
荷
に
つ
い
て
、
協
議
の
準

備
を
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
推

移
を
見
守
り
な

が
ら
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

倉 川 陽 好 議員

　
市
内
に
配
置
さ
れ

て
い
る
自
動
体
外
式

除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

は
、
救

急
車
に
配
置
さ
れ
て
い
る
４

台
だ
け
で
す
。

　
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
３
分
以
内
に
使
用
す
れ

ば
生
存
率
が
非
常
に
高
く
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か

予
測
を
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
住

民
が
集
ま
る
庁
舎
や
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
市
長
部
局
所
管

の
公
共
施
設
に
配
置
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
、
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

　
自
動
体
外
式
除

細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
非
医
療

従
事
者
に
よ
る
使
用
に
つ
い

て
は
、
平
成
16
年
７
月
１
日

か
ら
一
般
市
民
の
使
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
改
良
さ
れ
、
誰

で
も
安
全
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
器
具

は
高
額
で
、
そ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
不
慣
れ
な
た
め
、

現
在
導
入
す
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
健
康
福
祉
部
と
し
て
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
救
急
隊
が
到
着
す
る

ま
で
に
、
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
に
よ
り
応
急
手
当
を
す

る
こ
と
で
、
救
命
効
果
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

今
後
は
取
扱
等
の
講
習
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
に
関
す
る
理
解
が

市
民
各
層
に
幅
広
く
行
き
渡

る
よ
う
取
り
組
み
を
し
な
が

ら
、
保
健
セ
ン
タ

ー
等
の
施
設
に
は
、

導
入
に
向
け
て
検

討
を
し
て
い
ま
す
。
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敬
老
の
日
大
会
を
継
続
す
る
考
え
は

ふ
さ
わ
し
い
事
業
展
開
を
検
討

　
敬
老
の
日
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
、
９

月
の
定
例
会
に
お
い
て
19
年

度
か
ら
廃
止
す
る
予
定
で
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
夢

と
希
望
を
か
な
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
市
民
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、

将
来
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
「
い
の
ち
」
と
「
く
ら

し
」
の
先
進
都
市
で
す
か
ら
、

我
々
議
員
も
真
摯
に
受
け
と

め
て
３
月
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら
い

で
議
会
を
解
散
し
て
、
残
り

の
３
ヶ
月
の
議
員
報
酬
と
ボ

ー
ナ
ス
を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
、

旧
３
町
村
の
敬
老
の
日
大
会

を
復
活
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

　
本
年
度
旭
・
大
洋

地
区
に
お
い
て
社
会
に
貢
献

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
敬
意
と
感
謝
の
心
を
示
す

市
の
重
要
な
事
業
と
し
て
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
高
齢
者
が
よ
り
安
心

し
て
地
域
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
整
備
に
シ
フ
ト

す
る
一
環
と
し
て
、
９
月
の

定
例
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
は
本
年
度
を
も
っ
て
敬
老

会
の
開
催
を
終
了
し
た
い
と

発
言
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

後
開
催
を
望
む
市
民
の
声
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
た
上
で
、

何
か
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が
展

開
で
き
な
い
か
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
年
度
、
敬
老
大
会
を
市
と
し
て
実
施
す
る
考
え
は

具
体
的
で
は
な
い
が
１
カ
所
で
検
討

　
高
齢
者
の
方
々
は

戦
中
、
戦
後
と
厳
し

い
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た

方
で
す
の
で
、
こ
の
方
々
の

一
つ
の
楽
し
み
を
か
な
え
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
、
財
政
事

情
が
非
常
に
厳
し
い
の
は
わ

か
り
ま
す
が
、
平
成
19
年
度

敬
老
会
、
い
わ
ゆ
る
老
人
福

祉
大
会
を
開
催
す
る
計
画
が

あ
る
の
か
ど
う
か
、
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

市
長
　
本
年
は
鉾
田
地
区

が
実
施
し
な
か
っ
た
経
緯
は
、

議
員
さ
ん
も
ご
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、

大
洋
地
区
と
旭
地
区
で
は
実

施
し
ま
し
た
が
、
鉾
田
地
区

だ
け
実
施
し
な
い
と
い
う
の

は
ま
ず
い
だ
ろ
う
と
、
そ
う

い
う
意
見
も
大
分
あ
り
ま
し

た
。
財
政
的
な
問
題
も
あ
り
、

廃
止
の
方
向
で
進
め
て
き
ま

し
た
が
そ
の
辺
を
考
慮
し
ま

し
て
、
ま
だ
具
体
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
１
カ
所
で
実

施
す
る
よ
う
な
形
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

須 澤 正 孝 議員

下河邊一良 議員
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水上美智子 議員

巡
回
バ
ス
の
進
捗
状
況
は

本
年
度
に
地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置

市
民
税
・
国
保
税
の
未
納
分
徴
収
の
現
況
と
対
応
に
つ
い
て

広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
納
期
の
周
知

　
平
成
19
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す

三
位
一
体
改
革
に
伴
う
税
源

移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
・
住

民
税
の
税
率
の
改
正
に
伴
い
、

一
般
市
民
納
税
者
に
対
し
、

こ
れ
ら
の
趣
旨
の
ご
理
解
を

深
め
な
が
ら
、
徴
収
率
の
向

上
を
図
り
、
本
市
の
自
主
財

源
の
確
保
に
一
層
の
努
力
を

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
市

民
税
・
国
保
税
の
未
納
分
徴

収
に
つ
い
て
現
況
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

市
民
部
長

　
平
成
19
年
度
か
ら

個
人
所
得
に
対
す
る
所
得
税

と
住
民
税
の
税
率
を
変
え
る

こ
と
で
、
国
の
財
源
が
減
り
、

地
方
の
税
収
が
増
え
ま
す
。

地
方
に
必
要
な
財
源
を
確
保

で
き
る
制
度
改
正
で
あ
り
ま

す
の
で
、
納
税
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
収
納
率
の
向
上
を

図
り
、
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
収
納
率
の
向
上
対
策
に
つ

い
て
は
、
口
座
振
替
納
付
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
税
漏
れ
防
止
の
た
め
、
納

期
一
覧
表
を
納
税
通
知
書
の

ほ
か
窓
口
に
設
置
し
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
、
各
税
目

の
納
期
の
周
知
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
滞
納
者
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
督
促
状

の
送
付
、
収
納
課
職

員
と
嘱
託
徴
収
員
が

随
時
滞
納
者
宅
を
訪

問
し
、
滞
納
に
至
る

原
因
や
生
活
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
、
納

税
折
衝
を
行
い
、
税

収
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

菅 谷 幸 雄 議員

　
鉾
田
市
は
、
通
勤
・

通
学
・
通
院
・
買
い

物
な
ど
、
地
域
住
民
の
足
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
路
線
バ
ス
が
廃
止
と

な
り
、
１
年
３
カ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
現
在
、
過
疎
地
を

中
心
に
路
線
バ
ス
の
廃
止
が

相
次
ぐ
一
方
、
少
子
化
や
ま

ち
の
構
造
の
変
化
に
対
応
し

よ
う
と
、
地
域
を
走
る
バ
ス

の
姿
に
変
化
が
生
じ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
新
し
い

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
な
ど
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
環
境
も
整
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
前
回
の
質
問
で
、
財
政
状

況
の
厳
し
い
中
、
よ
り
よ
い

方
法
を
先
進
地
の
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
の
状
況

を
勘
案
し
、
検
討
し
た
い
と

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
関
係
部
署
で
構

成
い
た
し
ま
す
庁
内
の
交
通

機
関
対
策
会
議
に
お
い
て
巡

回
バ
ス
方
式
、
さ
ら
に
デ
マ

ン
ド
形
式
に
よ
る
交
通
の
二

つ
の
方
式
に
つ
い
て
比
較
検

討
を
行
い
、
現
時
点
で
の
研

究
結
果
と
し
て
は
、
ド
ア
か

ら
ド
ア
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
交

通
方
式
が
効
果
的
か
つ
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
い
る
と

い
う
結
論
づ
け
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
か

ら
、
平
成
19

年
度
内
で
の

運
行
実
験
に

向
け
て
作
業

を
現
在
進
め

て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、

本
年
度
中
に

デ
マ
ン
ド
交

通
の
運
行
に

必
要
と
な
り

ま
す
地
域
公

共
交
通
会
議

を
設
置
し
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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文
化
複
合
施
設
の
利
用
者
数
は

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
中
な
の
で
、
想
定
で
き
な
い
状
況

　
文
化
複
合
施
設
の

建
設
は
、
合
併
協
議

会
の
中
で
決
定
さ
れ
て
い
た

事
項
で
あ
り
ま
し
た
。
６
月

30
日
で
基
本
構
想
策
定
委
員

募
集
が
締
切
ら
れ
、
21
人
が

応
募
し
、
全
員
が
委
員
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
枠
に
、
大
洋
地
区

の
小
橋
助
役
と
旭
地
区
の
酒

井
助
役
の
枠
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
地
域
の
芸
文

を
行
っ
て
い
る
方
々
か
ら
委

員
の
推
薦
を
し
て
も
ら
え
ば

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
う
委
員
さ
ん
が
い
る
と
、

施
設
も
多
く
の
人
た
ち
が
利

用
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

利
用
者
数
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
施
設
建
設
や
管
理

運
営
を
ど
の
よ
う
な
基
本
理

念
で
行
う
べ
き
か
を
協
議
い

た
し
ま
し
て
、
平
成
19
年
７

月
ま
で
に
基
本
構
想
を
ま
と

め
、
市
長
に
提
言
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

は
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い

施
設
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
施
設
を
市
の
財
政
状
況

を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
数
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
中
で
想
定
さ
れ
る
べ
き

数
字
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
修
繕
計
画
は

児
童
生
徒
の
安
全
を
優
先
的
に

　
鉾
田
市
の
学
校
施

設
で
修
繕
が
必
要
な

箇
所
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
り
、

修
繕
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

教
育
部
長

　
修
繕
の
必
要
な
箇

所
は
、
大
小
合
わ
せ
ま
し
て

２
１
４
箇
所
ほ
ど
あ
り
、
内

訳
は
幼
稚
園
５
園
で
22
箇
所
、

小
学
校
20
校
で
１
５
１
箇
所
、

中
学
校
４
校
で
41
箇
所
で
す
。

　
修
繕
計
画
は
、
各
学
校
か

ら
修
繕
箇
所
で
緊
急
性
の
高

い
箇
所
を
ま
ず
挙
げ
て
も
ら

い
ま
す
。
そ
し
て
、
職
員
も

現
場
を
確
認
し
て
、
予
算
の

関
係
も
あ
り
ま
す
が
、
児
童

生
徒
の
安
全
に
か
か
わ
る
修

繕
に
つ
い
て
優
先
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
雨

漏
り
箇
所
に
つ
い
て
は
、
放

置
す
る
と
ほ
か
へ
も
傷
み
が

波
及
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

水
回
り
の
こ
と
を
優
先
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

飯塚幸右衛門 議員

方波見和彦 議員
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井 川 茂 樹 議員

平
成
19 
年
度
予
算
編
成
方
針
は

歳
出
削
減
や
財
源
確
保
の
強
化

 
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

歩
道
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
用
地
確
保
が
困
難

　
私
ど
も
の
地
域
に

は
小
中
学
校
、
高
等

学
校
が
集
中
し
て
い
る
通
学

路
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

本
当
に
狭
い
側
溝
の
ふ
た
の

上
を
歩
い
て
登
校
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
雨
の
日
な

ど
は
、
な
お
一
層
車
の
送
り

迎
え
が
激
し
い
も
の
で
、
車

と
生
徒
が
互
い
違
い
に
ひ
し

め
き
合
っ
て
登
校
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
よ
う

な
点
か
ら
、
私
が
平
成
15
年

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
通

学
路
の
整
備
を
要
望
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
市
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ

た
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

建
設
課
長

　
鉾
田
小
学
校
、
一
高
、

二
高
周
辺
の
道
路
整
備
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
現
在
は
側

溝
敷
部
分
が
一
部
高
く
な
っ

て
い
て
、
幅
は
十
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
車
道
と
の
離

隔
が
さ
れ
、
状
況
的
に
は
歩

道
と
い
う
形
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
歩
道
整
備
を
す
る

場
合
は
、
建
物
や
工
作
物
も

あ
り
用
地
の
確
保
も
難
し
く
、

財
政
上
も
か
な
り
厳
し
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
学
校
が
集
中
し

て
い
る
地
区
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
道
路
整
備
や
一
方
通
行
道

路
等
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

出 沼 丈 夫 議員

　
財
政
再
建
団
体
に

な
っ
た
北
海
道
の
夕

張
市
の
財
政
再
建
計
画
と
や

り
場
の
な
い
住
民
の
気
持
ち

な
ど
が
報
道
さ
れ
、
そ
れ
を

我
が
身
に
置
き
か
え
、
こ
れ

か
ら
の
市
を
憂
慮
す
る
市
民

の
方
々
も
多
く
い
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

絶
対
な
ら
な
い
よ
う
に
、
住

民
に
認
め
ら
れ
る
有
効
な
執

行
に
能
力
を
最
大
限
に
活
用

す
る
の
が
執
行
部
、
事
務
方

の
仕
事
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
来
年
度
の
予
算

編
成
時
期
に
入
る
わ
け
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
施
策
、
あ

る
い
は
編
成
方
針
に
重
点
を

置
い
て
い
く
の
か
、
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
地
方
交
付
税
な

ど
一
般
財
源
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
方
針
的
に
は
歳
出
削
減

や
財
源
確
保
の
歳
入
面
に
お

い
て
、
取
り
組
み
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
強
化
す
る
と
い
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
新
市
と
し
て
の
速
や
か
な

一
体
化
を
推
進
し
、
均
衡
あ

る
発
展
と
住
民
福
祉
向
上
の

た
め
に
か
か
わ
る
重
要
課
題

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り

計
画
や
現
在
作
業
中
の
総
合

計
画
に
計
上
さ
れ
る
と
存
じ

ま
す
が
、
そ
の
重
要
課
題
に

つ
い
て
は
、
や
は
り
こ
れ
は

着
実
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
、
こ
う
し
た

状
況
を
背
景
と
し
て
、
重
点

と
す
べ
き
施
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
予
算
編
成
の
過
程
の
中

で
、
各
部
局
と
の
協
議
に
よ

り
十
分
詰
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
は

平
成
19 
年
度
に
計
画
策
定

　
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
、
平
成
17
年

12
月
27
日
、
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
第
２
が
決
定
し
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導
的

地
位
や
女
性
が
占
め
る
割
合

が
少
な
く
て
も
30
％
に
な
る

よ
う
に
期
待
し
、
取
り
組
み

を
推
進
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、

市
に
お
い
て
は
ど
の
く
ら
い

の
割
合
で
参
画
を
し
て
い
る

の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
本
市
の
各
審
議
会

へ
の
女
性
の
参
画
率
で
す
が
、

ま
ず
地
方
自
治
法
第
１
８
０

条
の
５
に
基
づ
く
委
員
会
、

こ
れ
は
農
業
委
員
会
・
教
育

委
員
会
な
ど
で
す
が
、
参
画

率
は
２
％
、
県
平
均
が
５
・

４
％
な
の
で
、
や
や
低
い
状

況
で
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
第

２
０
２
条
の
３
に
基
づ
く
審
議
会
、

こ
れ
は
民
生
委
員
推
薦
会
・
青
少

年
問
題
協
議
会
な
ど
で
す
が
、
参

画
率
が
27
％
、
県
平
均
は
22
・
１

％
な
の
で
、
や
や
高
い
状
況
で
す
。

　
今
後
と
し
て
は
、
19
年
度
に
策

定
す
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の
調

査
等
を
現
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
30

％
の
数
値
目
標
も
含
め
、
検
討
し
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
各
分
野
へ
の

女
性
参
画
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

む
ち
打
ち
症
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

国
や
県
の
動
向
及
び
治
療
法
の
確
立
な
ど
を
見
極
め
て
い
き
た
い

　
第
16
回
日
本
脳
神

経
外
科
学
会
の
総
会

で
、
む
ち
打
ち
症
の
主
な
原

因
と
し
て
、
注
目
を
集
め
て

い
る
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ

い
て
、
診
断
・
治
療
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
を
目
指
す
と

発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
治
療

に
有
効
な
ブ
ラ
ッ
ト
パ
ッ
チ
、

脊
髄
液
が
漏
れ
出
す
部
分
に

患
者
自
身
の
血
液
を
注
入
し

て
、
漏
れ
を
と
め
る
療
法
を

行
う
こ
と
で
、
む
ち
打
ち
症

が
劇
的
に
快
復
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

社
会
の
認
知
度
は
低
く
、
全

国
に
普
及
す
る
た
め
活
発
な

市
民
運
動
を
展
開
し
、
市
議

会
か
ら
も
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

厚
生
労
働
省
や
自
治
体
に
ブ

ラ
ッ
ト
パ
ッ
チ
へ
の
保
険
適

用
な
ど
、
治
療
体
制
の
整
備

を
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
、
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

　
脳
脊
髄
液
減
少

症
は
、
難
治
性
に
よ
る
む
ち

打
ち
後
遺
症
な
ど
と
関
連
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
全

国
に
多
数
の
患
者
が
苦
し
ん

で
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
治
療
法
と
し
て
、

ブ
ラ
ッ
ト
パ
ッ
チ
療
法
を
施

す
と
、
症
状
が
改
善
し
た
り

悪
化
し
た
り
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
徐
々
に
改
善
し
て
い

く
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
時
間
の
治
療
を
要
す

る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
療
法
の
有
効
性
・
安

全
性
に
つ
い
て
は
、
医
学
的

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
多
く
、
現
時
点
で
は
厚
生

労
働
省
で
も
安
全
は
未
確
認

と
の
見
解
で
す
が
、
今
後
は

国
や
県
の
動
向
や
専
門
機
関

等
に
お
け
る
病
名
の
解
明
、

治
療
法
の
確
立
な
ど
を
見
極

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

山 口 　 　 議員

市 毛 　 勇 議員
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　 司 正 躬 議員

農
業
加
工
施
設
を
つ
く
る
考
え
は

活
動
支
援
を
検
討

市
道
旭(

幹
線
１
ー
１
号)

の
整
備
に
つ
い
て

現
在
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
開
発
促
進
事
業
で
整
備

　
市
道
旭
幹
線
１

―
１
号
線
の
整
備

に
つ
い
て
、
こ
の
道
路
は
大

洗
町
成
田
町
４
２
２
８
番
地

を
基
点
と
し
て
鉾
田
市
湯
坪

２
１
４
番
地
を
終
点
と
す
る

実
延
長
９
９
４
１
ｍ
の
道
路

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
路
に

つ
い
て
は
旧
旭
村
時
代
の
議

会
で
２
回
ほ
ど
質
問
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
時
の
村
長
、

現
在
の
酒
井
助
役
の
答
弁
で

す
と
、
生
活
道
路
、
産
業
道

路
、
51
号
線
の
渋
滞
緩
和
、

旭
地
区
の
幹
線
道
と
し
て
重

要
な
道
路
で
あ
る
の
で
、
整

備
を
推
進
す
る
よ
う
努
力
す

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

建
設
課
長

　
市
道
１
―
１
号
線

に
つ
い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

研
究
開
発
促
進
事
業
と
い
う

交
付
金
を
活
用
し
、
平
成
16

年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
、
柏

熊
新
田
地
区
か
ら
湯
坪
地
区

の
約
７
５
０
ｍ
の
道
路
の
改

良
舗
装
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
ま
で
こ
の
区
域

で
の
整
備
計
画
が
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
整
備

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

米 川 　 武 議員

　
野
菜
や
果
物
の
出

荷
量
の
30
％
ぐ
ら
い

は
Ｂ
品
又
は
、
割
れ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
30
％

の
も
の
を
活
用
し
、
（
仮
称
）

農
産
物
加
工
場
を
官
民
一
体

と
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
て
、

農
業
収
入
ア
ッ
プ
に
幾
ら
か

で
も
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と

が
市
と
し
て
の
事
業
と
考
え

ま
す
が
そ
の
点
に
つ
い
て
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
長

　
下
位
等
級
、
い

わ
ゆ
る
Ｂ
品
の
農
産
物
に
つ

い
て
は
、
各
出
荷
団
体
に
お

い
て
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
で
は
イ
チ

ゴ
は
ジ
ャ
ム
用
と
し
て
食
品

メ
ー
カ
ー
に
販
売
し
、
ま
た

ト
マ
ト
部
会
で
は
ト
マ
ト
料

理
の
研
究
や
加
工
品
の
試
作

等
の
開
発
を
女
性
部
活
動
と

し
て
着
手
し
て
、
県
の
補
助

事
業
で
元
気
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
旭
で
は
メ
ロ
ン
を
菓

子
メ
ー
カ
ー
に
販
売
し
て
い

ま
す
。
既
に
鉾
田
の
特
産
品

の
加
工
品
も
幾
つ
か
で
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
公
設
の
加
工

施
設
の
設
置
は
、
多
数
の
品

目
が
あ
る
中
で
、
ど
の
品
目

を
ど
の
よ
う
に
加
工
す
る
か
、

非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
団
体
が
企
画
立
案

し
た
も
の
を
実
行
す
る
場
合

の
補
助
、
助
成
を
検
討
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
。
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掘
り
起
こ
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物
の
搬
出
方
法
は

関
係
し
た
業
者
が
全
量
撤
去
に
向
け
て
作
業
を
行
う

　
玄
生
地
区
の
産
業

廃
棄
物
に
つ
い
て
、

撤
去
作
業
が
行
わ
れ
産
廃
が

掘
り
起
こ
さ
れ
た
が
、
延
べ

日
数
で
何
日
く
ら
い
か
か
り
、

ま
た
そ
の
量
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
掘
り

起
こ
さ
れ
た
が
現
場
に
山
積

み
に
な
っ
て
い
る
産
廃
を
今

後
ど
の
よ
う
に
搬
出
し
て
い

く
の
か
、
地
元
で
は
一
粒
も

残
さ
ず
に
搬
出
し
て
も
ら
い

た
い
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
部
長

　
掘
り
出
し
作
業
に

つ
い
て
は
３
月
26
日
か
ら
作

業
を
開
始
し
、
11
月
17
日
ま

で
延
べ
日
数
に
し
ま
す
と
42

日
間
、
量
に
つ
い
て
は
掘
り

出
す
過
程
で
土
が
混
じ
っ
て

い
ま
す
が
、
全
体
で
概
ね
２

０
０
０
立
米
、
こ
の
う
ち
ご

み
の
量
は
約
８
０
０
立
米
程

度
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
搬
出
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

11
月
４
日
に
鹿
行
地
方
総
合

事
務
所
に
お
い
て
、
今
後
の

撤
去
作
業
に
つ
い
て
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
説
明

に
よ
り
ま
す
と
、
関
係
し
た

業
者
で
全
量
撤
去
に
向
け
て

作
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
今
後
と
も
茨
城
県
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横
領
事
件
、
処
分
決
定
を
優
先
し
た
の
で
は

調
査
審
査
委
員
会
で
総
合
的
に
判
断

　
職
員
が
準
公
金
を

着
服
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
着
服
と
い
う
よ
り
も

業
務
上
横
領
で
は
な
か
っ
た

か
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

こ
の
事
件
が
発
覚
し
た
時
点

に
お
い
て
、
こ
の
原
因
究
明
・

調
査
に
乗
り
出
す
と
い
う
よ

り
も
、
何
か
処
分
を
決
め
る

と
い
う
こ
と
が
優
先
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
地
方
自
治
法
に
よ
り

長
に
は
監
査
委
員
に
対
し
監

査
を
求
め
る
権
限
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
要
請

を
な
ぜ
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
監
査
委
員
の
結
果
な

り
報
告
に
基
づ
い
て
、
当
該

職
員
を
告
発
す
る
方
向
に
持
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
、お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
特
別
監
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
補
助
団
体
の
監

査
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
財

政
的
な
援
助
部
分
に
係
る
も

の
と
さ
れ
て
お
り
、
主
な
日
赤

社
資
に
関
し
て
言
え
ば
、
人

的
援
助
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

該
当
し
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
事
件
に
つ
い

て
は
、
被
害
金
額
の
特
定
や
原

因
が
明
瞭
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

ま
た
複
雑
性
が
な
か
っ
た
と
、

そ
う
し
た
判
断
の
中
で
監
査

委
員
に
よ
る
監
査
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、告
発
に
つ

い
て
は
、
調
査
審
査
委
員
会
の

中
で
関
係
者
か
ら
の
事
情
聴

取
、
そ
の
ほ
か
総
合
的
に
判

断
し
た
結
果
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

最
初
か
ら
意
図
的
に
こ
れ
を

行
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

友 部 政 　 議員

石 津 武 吉 議員
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和 田 　 茂 議員

旭
地
区
健
康
増
進
館
の
進
捗
状
況
は

建
設
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
…

強
い
農
業
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

要
望
を
的
確
に
捉
え
て

　
強
い
農
業
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
補
助
金
制

度
が
大
き
く
見
直
さ
れ
、
強

い
農
業
づ
く
り
交
付
金
と
し

て
統
合
さ
れ
、
地
方
の
裁
量

と
自
主
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

産
業
経
済
部
長

　
強
い
農
業
づ
く

り
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
強

い
農
業
づ
く
り
交
付
金
が
国

の
三
位
一
体
改
革
に
伴
い
、

旧
来
の
農
林
水
産
省
関
係
補

助
金
の
う
ち
生
産
振
興
総
合

対
策
・
農
業
経
営
総
合
対
策
・

輸
入
急
増
農
作
物
対
応
対
策

特
別
事
業
等
が
七
つ
の
交
付

金
に
統
合
さ
れ
た
も
の
で
、

地
域
に
お
け
る
生
産
・
経
営

か
ら
流
通
・
消
費
ま
で
の
対

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。
事
業
の
流

れ
は
、
個
々
の
市
町
村
が
国

へ
補
助
申
請
す
る
の
で
は
な

く
、
県
が
市
町
村
の
事
業
を

取
り
ま
と
め
て
国
へ
要
望
し

て
、
交
付
金
と
し
て
受
け
る

も
の
で
す
。
市
の
取
り
組
み

は
、
平
成
17
年
度
に
Ｊ
Ａ
か

し
ま
な
だ
に
お
き
ま
し
て
真

空
予
冷
庫
の
整
備
事
業
を
こ

の
交
付
金
事
業
で
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
地
域

の
要
望
を
的
確
に
捉
え
、
事

業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入 江 　 晃 議員

　
旭
地
区
に
お
い
て

健
康
増
進
館
を
つ
く

る
と
合
併
協
の
中
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
18
年
度
予
算
で

１
２
６
万
を
計
上
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
当
初
新
市
計
画
で
は

予
算
額
９
億
６
千
万
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
事
情
も
あ
り

ま
す
の
で
、
旭
総
合
支
所
内

に
あ
る
学
供
施
設
は
現
在
利

用
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
の
で
、
学
供
施
設
と
駐
車

場
を
含
め
た
と
こ
ろ
に
建
設

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
そ

の
点
に
つ
い
て
、
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
健
康
増
進
館
に
つ

い
て
は
旭
地
区
に
お
け
る
市

民
の
保
健
相
談
機
能
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
て
、
実
際
に
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
地
区
市
民
を
含
め

た
中
で
、
ど
の
よ
う
な
施
設

が
よ
い
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
民
に
参
加
を

求
め
、
建
設
に
か
か
わ
る
検

討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
立

地
箇
所
及
び
施
設
内
容
等
の

検
討
を
早
急
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
　
現
在
の
場
所
に

つ
く
り
か
え
る
よ
り
は
、
旭

総
合
支
所
内
の
学
供
施
設
を

活
用
す
れ
ば
、
役
所
と
の
利

便
性
も
図
れ

る
と
思
い
ま

す
。
住
民
の

皆
さ
ん
に
も

ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が

ら
、
そ
う
い

う
方
向
で
進

め
ら
れ
れ
ば

よ
い
と
思
い

ま
す
。
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財
政
悪
化
を
招
か
ぬ
計
画
は

平
成
19 
年
７
月
ま
で
に
基
本
構
想
を
策
定
し
た
い

　
文
化
複
合
施
設
の

建
設
に
当
た
っ
て
は
、

市
の
財
政
状
況
や
利
用
率
な

ど
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
利
用
率
が
高
く
、

市
の
財
政
悪
化
を
招
か
ぬ
計

画
の
作
成
が
で
き
る
見
通
し

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
施
設

の
建
設
や
維
持
管
理
費
が
市

の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
の

懸
念
の
声
も
市
民
か
ら
出
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
、
市
民
の
合
意
形
成

の
た
め
に
、
今
後
対
応
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

総
務
部
長

　
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
文
化
複
合
施
設
基
本
構

想
策
定
委
員
会
の
中
で
、
施

設
の
内
容
や
運
営
等
に
つ
い

て
議
論
を
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め
る
過
程
の
中

で
利
用
率
・
利
用
計
画
に
つ

い
て
も
十
分
検
討
を
い
た
だ

き
、
財
政
状
況
等
に
つ
い
て

も
、
委
員
の
研
修
を
通
じ
て

理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
基
本
構
想
を
ま

と
め
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
の
合
意
形
成
に
つ
い

て
は
、
今
後
基
本
構
想
が
ま

と
ま
っ
た
段
階
で
そ
の
都
度
、

情
報
提
示
を
綿
密
に
行
っ
て

い
く
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
説

明
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
う

予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、

市
民
と
の
意
見

交
換
の
機
会
は

得
ら
れ
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

認
定
子
ど
も
園
導
入
に
つ
い
て

実
現
は
非
常
に
困
難

　
幼
稚
園
と
保
育
所

の
良
い
と
こ
ろ
を
活

か
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
す

幼
保
一
元
化
施
設
を
つ
く
り
、

文
部
科
学
省
所
管
の
幼
稚
園

と
厚
生
労
働
省
所
管
の
保
育

園
を
一
貫
さ
せ
る
案
が
「
認

定
子
ど
も
園
」
の
設
置
で
あ

る
。
構
想
と
し
て
、
午
前
中

は
本
来
の
幼
稚
園
的
な
教
育

を
行
い
、
そ
の
後
夕
方
ま
で

預
か
る
保
育
、
早
朝
と
夜
間

に
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
、
就
労
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
相
談

や
集
い
の
場
を
提
供
す
る
場

が
必
要
と
考
え
、
市
と
し
て

導
入
し
て
い
く
の
か
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

「
認
定
子
ど
も
園
」

は
、
今
年
の
10
月
に
法
律
が

施
行
さ
れ
た
新
し
い
制
度
で
、

親
が
働
い
て
い
る
か
ど
う
か

に
関
係
な
く
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
に
保
育
と

教
育
を
一
体
的
に
提
供
す
る

幼
保
連
携
型
の
施
設
で
す
。

現
状
は
、
国
の
指
針
に
基
づ

い
て
県
が
条
例
化
し
、
市
町

村
に
提
示
・
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
し

て
、
よ
り
具
体
的
内
容
の
周

知
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況

で
す
。

　
鉾
田
市
は
、
人
口
が
集
積

さ
れ
た
都
市
部
と
違
い
ま
し

て
、
地
方
に
あ
っ
て
は
、
特

に
本
市
に
つ
い
て
は
通
園
距

離
や
保
育
の
多
く
を
民
間
に

委
託
な
ど
、
現
実
的
に
は
そ

の
実
現
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

高 野 　 衛 議員

畠 　 長 弘 議員
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坂 爪 　 衛 議員 

下
荒
地
地
区
の
排
水
路
整
備
に
つ
い
て 

国
・
県
・
地
元
の
協
力
が
必
要 文

化
財
指
定
に
つ
い
て 

出
土
品
は
文
化
財
指
定
へ
、
か
ご
は
条
件
が
整
え
ば
指
定
へ 

　
９
月
の
一
般
質

問
で
梶
山
古
墳
群

か
ら
出
土
し
た
出
土
品
を
市

指
定
の
有
形
文
化
財
に
な
り

ま
せ
ん
か
と
質
問
を
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
ま
た
、
安
房
の
安
祥
寺
所

有
の
佐
竹
氏
か
ら
い
た
だ
い

た
「
か
ご
」
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
「
か
ご
」

は
、
歴
史
的
価
値
ま
た
芸
術

性
も
あ
り
、
顕
著
な
特
異
性

を
有
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

市
の
文
化
財
に
指
定
す
る
考

え
は
あ
る
か
ど
う
か
、
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。 

教
育
部
長 

　
梶
山
古
墳
群
か

ら
の
文
化
財
の
出
土
品
の
指

定
に
つ
い
て
は
、
指
定
し
て

い
く
方
向
で
文
化
財
保
護
審

議
会
と
協
議
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
安
祥
寺
の
「
か
ご
」
に
つ

い
て
は
、
文
献
的
な
資
料
等

に
つ
い
て
若
干
不
足
が
見
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
も

の
が
ど
の
程
度
収
集
で
き
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
、

こ
れ
か
ら
大
事
な
問
題
に
な

り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の

を
含
め
ま
し
て
、
文
化
財
保

護
審
議
会
と
協
議
を
い
た
し

ま
し
て
、
指
定
の
条
件
が
整

え
ば
、
正
式
に
指
定
に
向
け

て
の
諮
問
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

野 口 忠 篤 議員 

　
下
荒
地
地
区
の
排

水
路
の
件
で
あ
り
ま

す
が
、
地
区
で
は
以
前
か
ら

雨
が
降
る
た
び
に
道
路
が
水

浸
し
に
な
り
、
地
区
の
生
活

道
路
で
あ
り
、
大
変
困
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

以
前
鉾
田
町
時
代
に
議
会
に

請
願
さ
れ
た
と
お
聞
き
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
改

善
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

何
が
問
題
で
で
き
な
い
の
か
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

建
設
課
長 

　
こ
の
地
域
の
排
水

路
整
備
は
一
部
浸
透
等
で
整

備
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
そ
れ
で
は
十
二
分
に
機

能
し
て
い
な
い
の
が
実
態
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
排
水
に

関
し
ま
し
て
は
、
国
道
51
号

に
よ
り
雨
水
等
の
流
れ
が
遮

断
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、

ま
ず
こ
の
国
道
を
横
断
さ
せ
、

海
岸
流
末
ま
で
の
整
備
を
し

な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
解

決
し
て
い
く
に
は
、
国
・
県
、

さ
ら
に
は
地
元
と
の
協
力
が

必
要
と
な
り
、
ま
ず
こ
れ
ら

を
解
決
し
な
が
ら
、
本
地
域

の
排
水
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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飲 酒 運 転 撲 滅 を 宣 言する 決 議  

　飲酒運転による交通事故は、依然として後を絶たない状況で

ある。こうした状況下において公務員が加害者となる交通事故

も多発している。幼い３人の尊い命を奪い、幸せな家庭を一瞬

にして崩壊させた飲酒運転に起因した交通事故は、国民に大き

な衝撃と深い悲しみをもたらし、飲酒運転の怖さを改めて痛感

させられた。こうした悲劇を二度と繰り返さないよう、市民と

ともに飲酒運転を追放する決意を新たにする必要がある。 

　鉾田市議会は、ここに改めて交通安全意識の徹底を強く呼び

かけ、関係機関・団体との連携を強化し、市をはじめ市民と一

体となって飲酒運転撲滅に向けて全力を挙げて取り組むととも

に、鉾田市議会が先頭に立ってその模範を示すために、飲酒運

転に関する法令に違反した議員は自らその職を辞することを強

く宣言する。 

　なお、飲酒運転による事故の中には、多くの公務員も含まれ

ていることから、鉾田市においても飲酒運転に関する市職員の

処分内容を更に強化する必要がある。よって、飲酒運転した市

職員には、懲罰をもって対処するよう処分基準の改定を求める。 

　 
　以上決議する。 

 
　平成18年12月８日 

茨城県鉾田市議会　 

「マザーズサロン」（仮称）設置の早期実現を求める意見書 

人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定
に
つ
い
て 

行
革
本
部
の
中
で
検
討 

  

　
本
年
７
月
に
策
定

さ
れ
た
鉾
田
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
５
年

間
に
緊
急
的
、
重
点
的
に
取

り
組
む
行
政
改
革
の
方
向
性

な
ど
を
ま
と
め
た
鉾
田
市
行

政
改
革
大
綱
に
掲
げ
た
推
進

要
項
を
計
画
的
に
実
施
す
る

た
め
の
方
策
等
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
具

体
的
な
取
り
組
み
の
中
で
、

人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
手
順

で
策
定
し
て
い
く
の
か
、
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。 

総
務
部
長 

　
人
材
育
成
基
本
方

針
の
策
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鉾
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
た

鉾
田
市
行
政
改
革
大
綱
の
中

で
、
分
権
型
社
会
に
相
等
し

い
人
材
の
育
成
に
係
る
推
進

項
目
と
し
て
、
人
材
育
成
基

本
方
針
の
策
定
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
大
綱
の
実
施
計
画
と

な
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
、
職
員
研
修
計
画
や
内

部
講
師
の
養
成
な
ど
、
調
整

等
も
含
め
て
作
成
し
た
素
案

を
鉾
田
市
行
政
改
革
推
進
本

部
会
議
の
中
で
検
討
協
議
、

そ
し
て
決
定
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。 

菅 谷 達 男 議員 

　少子化の要因の一つとして、子育てに対する「経済的負担」

が挙げられております。働く女性の約７割が第１子出産を機に

離職しているとのデータがありますが、出産・育児を経て再雇

用を望む女性が少なくありません。12歳未満の子どもを持ち

ながら求職活動を行っている女性は全国に約70万人、就業を

希望していながら求職活動を行っていない者も180万人存在し

ている状況です。 

　そのような中、2006年４月に少子化対策の一環として、就

職を希望する子育て中の女性を支援するために「マザーズハロ

ーワーク」が開設されました。求職者一人一人の希望や状況を

踏まえたキメ細かな対応が好評で、利用者も多くの方に利用さ

れ成果を挙げています。 

　しかしながら、「マザーズハローワーク」の設置は、全国

12ヵ所11都道府県（札幌、仙台、千葉、東京、横浜、名古屋、

京都、大阪、神戸、広島、福岡、北九州）にとどまっており、

現在、サービスは大都市圏に集中しています。そこで厚生労働

省は、既存のハローワーク内に「マザーズサロン」（仮称）を設

置し、同様のサービスを全国展開したいとしています。 

　再就職を希望する子育て中の女性は潜在的に多数いることに

加え、少子高齢化による本格的な人口減少が見込まれる中で、

社会の支え手を増加させる観点からも、子育て女性に対する再

就職の促進を図ることは喫緊の課題であります。よって、「マ

ザーズハローワーク」未設置の36県に対し「マザーズサロン」

　　　設置を早期に実現されるよう強く要望します。 

 
　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出い

たします。 

 
　平成18年12月８日 

茨城県鉾田市議会　 

（提出先） 

　内閣総理大臣　安倍晋三 殿 

　衆 議 院議長　河野洋平 殿 

　参 議 院議長　扇　千景 殿 

　厚生労働大臣　柳澤伯夫 殿 

（仮称） 
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
新
年
早
々
、

町
議
会
時
代
の
政
務
調
査
費
の
件
が

民
放
テ
レ
ビ
で
指
摘
さ
れ
鉾
田
市
の

品
位
を
著
し
く
傷
つ
け
る
結
果
と
な

り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
18
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員

会
設
置
案
が
議
員
提
案
さ
れ
賛
成
多

数
で
可
決
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

議
員
等
の
人
格
と
倫
理
性
に
自
覚
を

高
め
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼

を
強
固
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

条
例
制
定
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
「
初
心
」
に

も
ど
り
一
歩
一
歩
足
元
を
見
つ
め
慎

重
に
行
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
汚
名
を
返
上
し
た
く
議

員
一
同
「
一
致
団
結
」
を
し
て
、
「
明

る
く
、
住
み
よ
い
」
鉾
田
市
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
は
「
亥
」
が
十
二
支

の
最
後
の
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
最

後
を
飾
る
節
目
の
年
と
な
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
山
口
　
記
）

編

集

後
記

教育委員に新堀氏再任
12月定例会に提案され全会一致で同意されました。

新 堀 一 朗
昭和９年９月28日生

に い 　ほ り　 い ち　ろ う

　12月定例会に提出された請願・陳情は、請願１

件、要望１件です。

◆請願第18ー５号　通学路の整備に関する請願書

・提出者　栗田一成　他 1383名

・要　旨

　鉾田第一高等学校、鉾田第二高等学校、鉾田

南中学校及び鉾田小学校周辺の通学路における

歩道及びグリーンロードに代わる新しい通学路

の整備により、児童生徒の安全確保を図る。鉾

田から鹿嶋を結ぶ２つのバス路線が廃止になっ

たため、地域ミニバスの運行を請願するものです。

・提出者より取下げ申出書が提出されました。

◆鉾田市議会解散要望書

・提出者　鉾田市区長会鉾田支部役員一同

　　代表　鉾田市区長会鉾田支部長 仲村秀夫

・要　旨

　合併以来、在任特例により旧鉾田町、旭村、

大洋村の議員がそっくりそのまま市議会議員と

なり、任期が平成19年７月３日迄となっていま

す。しかし、議員報酬並びに諸経費の支払いは、

苦しい市の財政を圧迫することになり、より一

層の経費節減は聖域なく実行されるべきです。

それ故、議会の自主解散を要望します。

・この件について全員協議会を開催しました。

百里飛行場を活用した百里飛行場を活用した
 地域振興特別委員会視察研修地域振興特別委員会視察研修

百里飛行場を活用した百里飛行場を活用した
 地域振興特別委員会視察研修地域振興特別委員会視察研修
百里飛行場を活用した
 地域振興特別委員会視察研修

鉾田市政治倫理条例制定特別委員会

　鉾田市に隣接する百里基地の民間共用化に伴

う隣接市としての立地条件を活かした地域振興

策を調査するため空港を核とした村づくりを進

めている福島県玉川村において視察研修を実施

いたしました。

　

　12月議会において、公職にある者が、私的な

利害関係によって公職の遂行を妨げられること

があってはならないことを認識し、その担い手

たる議員等の人格と倫理性に自覚を高め、市政

に対する市民の信頼を強固にすることを目的と

した条例を制定するため16名で構成する鉾田市

政治倫理条例制定特別委員会（委員長　　司正

躬、副委員長　和田　茂）が設置されました。

○大槻武　議員が１月15日議員辞職しました。

鉾田市議会鉾田市議会

だよりだより
顴 闢

顴 顴

かしてつご苦労さまでした。
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